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書
に
寄
せ
て　

兀こ
つ

兀こ
つ

　

兀
兀
は
「
着
実
に
努
力
し
た
り
律
儀
に
働
き
続
け
た
り
す
る
さ
ま
」

（
広
辞
苑
）
と
あ
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
、
特
に
信
用
組
合
の
経
営
に
は
奇
手
奇
策
と
い
う
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
た
す
ら
正
直
に
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
信
用
組
合
と
し
て
の
本
分
に
心
を
注
ぎ
、
収
益
の
み
に

目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
第
一
を
旨
と
し
て
、
進
む
べ
き
道
か
ら

決
し
て
外
れ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
さ
な
も
の
を
集
め
て
大
き
く
育
て
る
と
い
う
精
神
（「
積

小
致
大
」）
の
も
と
、
決
し
て
効
率
化
だ
け
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
地

域
経
済
の
発
展
等
の
た
め
、
絶
え
ず
自
己
研
鑽
に
努
め
、
業
務
に
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

※
「
積
小
致
大
」
…
…
農
政
家
・
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
が
自
身
の
経
験
の

中
か
ら
生
み
出
し
た
原
理
。
信
用
組
合
理
論
の
原
点
で
あ
る
。

会長

理事長

表紙および上記の「兀兀」（幡谷祐一書）は商標登録されています。（登録商標第5261970号）



偕
楽
園
や
弘
道
館
な
ど

江
戸
時
代
の
遺
構
が
残
る
街

　

茨
城
県
の
中
部
に
位
置
し
、
県
庁

所
在
地
で
あ
る
水
戸
市
。
市
内
の
南

に
千
波
湖
、北
東
を
那
珂
川
が
流
れ
、

室
町
時
代
に
は
す
で
に
水
の
出
入
り

口
を
指
す「
水
戸
」と
い
う
地
名
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
14
（
１
６
０
９
）
年
、
徳
川

家
康
が
東
北
の
外
様
大
名
を
牽
制
す

る
絶
好
の
地
と
し
て
11
男
の
頼
房
を

藩
主
に
置
い
た
の
が
水
戸
徳
川
家
の

始
ま
り
で
す
。
水
戸
城
を
中
心
に
城

下
町
と
し
て
街
が
整
備
さ
れ
、
千
波

湖
東
側
を
埋
め
立
て
て
町
人
町
を
造

り
商
工
業
の
中
心
と
す
る
な
ど
、
今

日
の
街
の
形
態
は
こ
の
時
代
に
造
ら

れ
ま
し
た
。
以
来
水
戸
は
行
政
、
経

済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

　

11
代
続
い
た
水
戸
徳
川
家
の
な

か
で
も
、
２
代
藩
主
の
徳
川
光
圀
は

「
水
戸
黄
門
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
も
う
一
人
、
水
戸
市
の
歴

史
や
文
化
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
人
物
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
水
戸

藩
９
代
藩
主
の
徳
川
斉
昭
で
す
。
文

政
12
（
１
８
２
９
）
年
に
藩
主
に
な

り
、
藩
政
改
革
に
手
腕
を
発
揮
し
ま

す
。
水
戸
市
の
観
光
拠
点
で
あ
り
、

日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
と
し
て
全
国

に
名
を
轟
か
せ
る
「
偕
楽
園
」
は
、

斉
昭
自
ら
が
造
園
構
想
を
練
っ
た
も

の
で
、
天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
に

開
園
し
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
13
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
千
波
湖
を
含
む
都
市

公
園
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
次
ぐ
世
界
第

２
位
の
面
積
を
誇
り
ま
す
。

　

春
に
な
る
と
約
１
０
０
種
３
０
０ 

０
本
の
梅
の
花
が
咲
き
誇
り
、
県
外

か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
梅
の
名

所
と
し
て
有
名
で
す
が
、
梅
ば
か
り

で
な
く
四
季
折
々
の
花
も
楽
し
め
ま

す
。
孟
宗
竹
林
や
樹
齢
約
８
０
０
年

の
太
郎
杉
、
そ
の
そ
ば
に
は
造
園
当

時
か
ら
澄
ん
だ
湧
き
水
を
絶
え
間
な

く
吐
き
続
け
る
「
吐と

玉ぎ
ょ
く

泉せ
ん

」
な
ど

見
所
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
な
か
で

も
千
波
湖
や
「
田た

鶴づ

鳴な
き

梅
林
」、「
四

季
の
原
」
な
ど
の
自
然
豊
か
な
景
観

が
眼
下
に
臨
め
る
「
好
文
亭
」
は
必

見
で
す
。

　

好
文
亭
も
ま
た
、
そ
の
立
地
や
建

築
意
匠
を
斉
昭
自
ら
が
定
め
た
と

い
わ
れ
、
木
造
二
層
三
階
建
て
の
佇

ま
い
に
は
趣
が
あ
り
ま
す
。「
好
文
」

の
名
は
梅
の
異
名
で
、
晋
の
武
帝
の

故
事
に
あ
る
「
学
問
に
親
し
め
ば
梅

が
咲
き
、
学
問
を
廃
す
れ
ば
開
か
な

か
っ
た
」
に
基
づ
い
て
名
付
け
ら
れ

た
と
い
う
か
ら
風
雅
で
す
。

　

偕
楽
園
の
梅
の
開
花
を
左
右
し
た

3

梅の季節の偕楽園。遠くに見えるのは好文亭

約400年、行政、経済、文化の
中心地として栄える水戸市
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か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
偕

楽
園
と
一
対
の
施
設
と
し
て
、
偕
楽

園
開
園
の
前
年
の
天
保
12
年
に
斉
昭

が
創
設
し
た
の
が
、
藩
校
の
「
弘
道

館
」
で
す
。
偕
楽
園
の
真
東
、
Ｊ
Ｒ

水
戸
駅
よ
り
北
へ
徒
歩
８
分
ほ
ど
の

距
離
に
あ
り
ま
す
。
現
存
す
る
江
戸

時
代
の
遺
構
で
は
日
本
最
大
級
の
藩

校
で
、
正
門
や
正
庁
・
至
善
堂
は
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
廊
下
で
結
ば
れ
た
本
格
的
な

書
院
造
り
の
正
庁
は
藩
の
風
格
を
た

た
え
、
至
善
堂
は
斉
昭
の
七
男
で
あ

り
、
徳
川
幕
府
最
後
の
将
軍
と
な
っ

た
慶
喜
が
幼
少
期
に
学
び
、
大
政
奉

還
後
に
謹
慎
し
た
と
い
う
、
歴
史
的

に
も
興
味
深
い
建
造
物
で
す
。

水
戸
城
跡
エ
リ
ア
を
整
備
し

城
下
町
の
面
影
を
復
元

　

こ
う
し
た
近
世
日
本
の
藩
校
教
育

を
体
現
し
た
建
造
物
は
、
日
本
の
文

化
・
伝
統
を
語
る
文
化
財
と
し
て
、

平
成
27
年
４
月
に
文
化
庁
が
創
設
し

た
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
私
塾
の

「
日
新
塾
」、
徳
川
光
圀
が
『
大
日
本

史
』
の
編
纂
を
行
っ
た
「
水
戸
彰
考

館
」
と
と
も
に
地
域
活
性
化
を
図
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
さ
ら
に
注
目

を
集
め
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
偕
楽
園
か
ら
さ
ら
に
北
西

部
へ
足
を
延
ば
し
た
と
こ
ろ
に
は
、

水
戸
八
幡
宮
か
ら
曝
さ
ら
し

井い

の
一
帯
に
か

け
て
歴
史
的
遺
産
が
点
在
す
る
〝
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
〟
と
呼
ば
れ
る

エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
す
。
徳
川
光
圀

が
「
保
和
園
」
と
名
付
け
た
日
本
庭

園
は
現
在
は
保
和
苑
と
呼
ば
れ
、
毎

年
６
月
に
な
る
と
60
種
６
０
０
０
株

の
あ
じ
さ
い
が
庭
園
を
鮮
や
か
に
彩

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
内
に
は
貴
重
な
観

光
資
産
で
あ
る
江
戸
時
代
の
遺
構
が

多
数
残
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
害
も
相
当
な
も
の

で
し
た
。

　

水
戸
市
で
は
平
成
27
年
か
ら
、
水

戸
城
大
手
門
や
二
の
丸
角す
み

櫓や
ぐ
らな
ど
の

復
元
事
業
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
て

い
ま
す
。
近
隣
の
水
戸
市
立
第
二
中

学
校
の
外
壁
を
城
跡
の
雰
囲
気
漂
う

白
壁
に
し
、
さ
ら
に
周
辺
の
学
校
も

同
様
に
白
壁
と
す
る
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

大
手
門
は
平
成
31
年
度
の
完
成

を
目
標
に
、
弘
道
館
の
正
門
と
向
か

い
合
う
位
置
に
復
元
し
ま
す
。
完
成

す
れ
ば
水
戸
駅
北
口
か
ら
望
め
る
二

の
丸
角
櫓
と
と
も
に
水
戸
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
に
な
り
そ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
遺
構
を
結
ぶ
市
道
も
歴
史
観
光

ロ
ー
ド
に
整
備
す
る
計
画
で
、
城
下

町
・
水
戸
と
し
て
の
歴
史
ま
ち
づ
く

り
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

落ち着いた佇まいの好文亭

書
院
造
り
の
正
庁

正
門

孟宗竹林

偕楽園

弘道館
吐玉泉
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け
ん
し
ん
本
店
営
業
部
は
、
Ｊ
Ｒ
水

戸
駅
の
北
側
、
弘
道
館
の
北
西
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
25（
１
９
５
０
）年
に
開
設
さ
れ
、

け
ん
し
ん
84
店
の
中
枢
機
関
と
し
て
の

役
割
を
担
い
つ
つ
、
東
日
本
大
震
災
後
の

復
興
に
尽
力
す
る
な
ど
水
戸
市
の
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

け
ん
し
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
歴
史
や
文

化
、
教
育
を
大
切
に
し
て
お
り
、
水
戸

城
の
大
手
門
や
二
の
丸
角
櫓
・
土
塀
の
復

元
事
業
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

復
元
に
向
け
た
寄
付
の
呼
び
か
け
が
始

ま
る
と
、
い
ち
早
く
「
旧
水
戸
城
大
手

門
等
復
元
整
備
促
進
実
行
委
員
会
」
に

対
し
て
３
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

本
店
営
業
部
の
菅
井
一
至
部
長
は
「
お

客
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
何
か
。

そ
れ
を
意
識
し
て
行
動
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
立
場
、
目

線
に
沿
っ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
毎
日

で
す
」
と
語
り
ま
す
。「
け
ん
し
ん
で
は
、

幡
谷
会
長
の
発
案
に
よ
る
『
あ
り
が
と

う
運
動
』
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ま
へ
心
か
ら
感
謝
を
込
め
て
、『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
の
挨
拶
を
励
行

し
て
い
ま
す
」。

　

今
後
も
本
店
営
業
部
は
、
水
戸
市
の

発
展
と
地
域
住
民
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

水
戸
市
の
地
域
活
性
化
を
支
援
し

け
ん
し
ん
84
店
の
中
枢
を
担
う

本
店
営
業
部

百人一首１番の歌。「秋の田に建てた仮小屋の屋根を葺いた草の目が粗い
ので、私の着物の袖は夜露で濡れ通しであることよ」と、天皇が仮小屋
で夜露に濡れながら、収穫前の田を動物や鳥から守るため見張りをして
いる歌ですが、どんな着物を着ていたのか想像がかき立てられます。天
智天皇（６２６〜６７１）は、大化の改新を行った天皇として有名です。

秋の田のかりほの庵の苫をあらみ
　　　　　わがころも手は露にぬれつつ

天智天皇

旧
水
戸
城
大
手
門
等
の
復
元
事
業
寄
付
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

本店営業部の百人一首持ち歌①

本店営業部
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役立ち！マネー通
知っておきたい年金をめぐる変化

全
員
加
入
の
公
的
年
金
制
度

　

日
本
の
年
金
制
度
で
は
20
歳
以
上
の
人
は
、

公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務

が
あ
り
、
全
員
基
礎
年
金
番
号
を
持
っ
て
い
る

の
が
原
則
で
す
。
公
的
年
金
制
度
（
国
民
年
金・

厚
生
年
金
・
船
員
保
険
）
の
被
保
険
者
と
公
務

員
等
の
共
済
加
入
者
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
の
部
分
）
は
共
通
で

す
。

　

加
入
者
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
に
応

じ
て
老
齢
給
付
を
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
原
則
、
市
町
村
の
国
民
年
金

の
担
当
課
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
そ
の
時
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

就
労
し
て
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
る
人
は
勤
務
先
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

年
金
手
帳
に
は
ブ
ル
ー
、
オ
レ
ン
ジ
（
国
民

年
金
手
帳
の
こ
ろ
に
は
カ
ー
キ
な
ど
も
）
と
表

紙
の
色
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
管
理
上
の
都

合
で
発
行
時
期
に
よ
っ
て
変
え
て
あ
る
だ
け
の

こ
と
で
す
。
基
礎
年
金
番
号
制
度
が
導
入
さ

れ
た
平
成
９
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
ブ
ル
ー
の

手
帳
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
前
の
発
行
の
オ
レ
ン
ジ
の
手
帳
の

人
に
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
は
生
涯
変
更
さ
れ
な
い
も
の

な
の
で
、記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳
は
本
人
が
し
っ

か
り
保
管
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
が
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
と
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
は

原
則
25
年
（
平
成
29
年
4
月
か
ら
10
年
に
短
縮

さ
れ
る
見
込
み
）
以
上
の
加
入
期
間
が
必
要
で

す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
免
除
特
例

制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
免
除
・
猶
予
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
ね
ん
き
ん
定
期
便

　

年
金
加
入
期
間
、
保
険
料
納
付
記
録
は
、
日

本
年
金
機
構
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
誕
生
月
（
１
日
生
ま

れ
は
誕
生
月
の
前
月
）に
ね
ん
き
ん
定
期
便（
は

が
き
）
が
届
き
、
節
目
年
齢
（
35
・
45
・
59
歳
）

に
は
よ
り
詳
細
な
記
録
が
封
書
で
届
き
ま
す
。

加
入
期
間
に
不
足
が
な
い
か
な
ど
を
ね
ん
き
ん

定
期
便
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
未
納
が
あ
っ
た
場
合
、
通
常
２
年
ま
で

は
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

●図１　公的年金制度の主な改正の歴史

昭和17年（1942） 労働者年金保険法の制定（昭和19年に厚生年金保険法に改称）
昭和29年（1954） 厚生年金保険法改正
昭和36年（1961） 国民年金制度の施行（国民皆年金体制の開始）
昭和60年（1985）改正 全国民共通の基礎年金制度の創設

第３号被保険者制度の創設
平成3年（1991） 学生の国民年金制度への強制加入開始
平成6年（1994）改正 老齢厚生年金の定額部分の支給開始年齢の段階的引き上げ
平成9年（1997）　 基礎年金番号制度の導入
平成12年（2000）改正 老齢厚生年金の報酬比例部分の支給開始年齢の段階的引き上げ
平成19〜20年（2007〜08） 「ねんきん特別便」の送付
平成21年（2009） 全加入者への「ねんきん定期便」の送付開始
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27
年
9
月
30
日
ま
で
は
特
例
措
置
に
よ
り
10
年

ま
で
遡
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
日
本
年
金

機
構
に
調
査
・
確
認
を
求
め
、
誤
り
が
あ
れ
ば

訂
正
を
求
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
届
い
た
ね
ん
き
ん
定
期
便
は
必
ず
開
封

し
て
目
を
通
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
定
期
便
に

つ
い
て
の
問
合
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
や
一
般
的
な

相
談
を
受
け
付
け
る
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
も
あ

り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
も
、
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
ア
ク
セ
ス
キ
ー
（
有
効
期

限
は
３
カ
月
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

使
っ
て
登
録
・
利
用
し
ま
す
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
を
入
力
し
て
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の

中
に
一
致
す
る
記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
年
金
加
入
実
績
が
不

明
の
人
も
調
べ
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
実
施

　

年
金
の
一
階
部
分
と
い
わ
れ
る
国
民
年
金（
基

礎
年
金
）
は
、
受
給
の
場
合
は
老
齢
基
礎
年
金

と
呼
称
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
受
給
は
65

歳
を
軸
に
１
カ
月
単
位
で
繰
り
上
げ
受
給
・
繰

り
下
げ
受
給
が
可
能
で
す
。
繰
り
上
げ
て
65
歳

以
前
に
受
給
を
開
始
し
た
場
合
は
１
カ
月
単
位

で
０・５
％
減
額
さ
れ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て

受
給
し
た
場
合
の
受
給
総
額
に
開
き
が
出
る
こ

と
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

他
方
、
段
階
的
に
受
給
年
齢
が
引
き
上
げ
ら

れ
つ
つ
あ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
、

今
年
度
60
歳
に
な
る
男
性
（
昭
和
30
年
４
月
２

日
～
32
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
が
報
酬
比
例
部

分
の
受
給
を
開
始
で
き
る
の
は
62
歳
か
ら
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
度
は
０・９
％
の
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
公
的
年
金
は
、
新
た
に
受
給
す

る
人
の
年
金
（
新
規
裁
定
年
金
）
は
名
目
手
取

り
賃
金
の
変
動
率
、
既
に
受
給
し
て
い
る
人
の

年
金
（
既
裁
定
年
金
）
は
物
価
変
動
率
に
応
じ

て
毎
年
改
定
さ
れ
ま
す
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
は
受
給
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
年
金
加
入
者

（
被
保
険
者
）
の
減
少
率
や
平
均
余
命
の
伸
び

に
よ
る
調
整
率
を
設
定
し
、
そ
れ
を
変
動
率
か

ら
差
し
引
く
仕
組
み
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
場
合
は
、変
動
率
は
２・３
％
、

ス
ラ
イ
ド
調
整
率
は
マ
イ
ナ
ス
０・９
％
と
決
ま

り
ま
し
た
。
今
年
度
ま
で
は
過
払
い
解
消
分
の

０・５
％
も
引
か
れ
る
た
め
、
昨
年
度
の
本
来
水

準
の
年
金
額
か
ら
の
改
定
率
は
０・９
％
と
な
り

ま
す
。

●図２　国民年金の免除・猶予制度

免除制度
（全額・半額・一部免除）

前年の所得が一定額以下の場合や失業や経済的な理由により保険料を納
めることが困難な場合

若年者納付猶予制度 30歳未満（平成28年７月から対象年齢が拡大される見込み）でかつ経
済的な理由で納めることが困難な場合。収入のある親と同居していても
利用できる

学生納付特例制度 学生で保険料を納めることが困難な場合
※いずれも本人が申請することが必要
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向
上
心
の
大
切
さ
を
説
い
た
ほ
か
、

「
両
親
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
周
り

の
支
え
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け

ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
児
童
の
ひ
と
り

は
、「
い
ろ
い
ろ
努
力
を
し
た
か
ら
こ

そ
成
功
し
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
も
、
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
諦
め
ず
に
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

道
徳
教
育
の
推
進
に
尽
力

幡
谷
会
長
が
子
ど
も
た
ち
に
向
け
講
演

　

平
成
26
年
12
月
8
日
、
幡
谷
祐
一

会
長
が
母
校
の
県
立
土
浦
第
一
高
等

学
校
に
お
い
て
、
1
年
生 

３
２
０
人

に
自
身
の
体
験
や
人
生
観
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

　

幡
谷
会
長
は
、
父
親
か
ら
学
ん
だ

礼
儀
作
法
を
例
に
挙
げ
、「
道
徳
と

は
、
人
と
接
す
る
場
合
の
態
度
、
行

為
、
言
葉
遣
い
な
ど
で
、
不
快
感
を

与
え
な
い
こ
と
」
と
語
り
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
86
歳
で
筑
波
大
学
大
学

院
の
博
士
（
学
術
）
号
を
取
得
し
た

自
身
の
経
験
を
語
り
、「
人
間
は
一

生
勉
強
で
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

今
年
1
月
26
日
に
は
、
水
戸
市
立

鯉
渕
小
学
校
6
年
生
の
道
徳
の
授
業

で
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
務
め
ま

し
た
。

　

幡
谷
会
長
は
「
初
め
か
ら
で
き
な

い
と
思
わ
な
い
で
、
何
で
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
」
と

　茨城県では、全国に先駆けて平成 19 年度から高校１年で道徳教育を必修化し、平
成 22 年度からは「高等学校道徳教育推進事業」を開始しました。毎年、地域社会で
活躍している人を各校に講師として招いており、幡谷会長の講演はこの事業の一環と
して企画されたものです。
　また、幡谷会長が 86 歳で博士（学術）号を取得したエピソードが、水戸市教育委
員会発行の道徳の副読本に『終わらない挑戦』として紹介されています。

母校の県立土浦第一高校での道徳講演会で力強く語る幡谷会長

幡谷会長の授業を受ける水戸市立鯉渕小学校の子どもたち
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職
員
の
子
育
て
支
援
策
が
評
価
さ
れ
る

「
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
」
受
賞 

お
客
さ
ま
の
大
切
な
お
金
を
守
り
ま
す

ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
訓
練
を
実
施

年
6
月
以
降
、
7
件
の
表
彰
）

　

今
後
と
も
詐
欺
事
件
防
止
の
意
識

を
向
上
さ
せ
、
お
客
さ
ま
の
大
切
な

お
金
を
守
る
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
、
け
ん
し

ん
13
支
部
72
店
舗
の
職
員
が
、
ニ
セ

電
話
詐
欺
対
策
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。
各
地
の
警
察
署
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
現
場
で
の
対
応
力
強
化
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
本
番
さ
な
が
ら
の

模
擬
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

け
ん
し
ん
は
、
平
成
26
年
11
月
19

日
に
、
内
閣
府
が
主
催
す
る
平
成
26

年
度
『
子
ど
も
と
家
族
・
若
者
応
援

団
表
彰
』
の
「
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
表
彰
」（
子
育
て・家
族
支
援
部
門
）

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
男
女
と
も
働
き
や

す
い
職
場
を
目
指
し
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
以
下

の
よ
う
な
取
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
訓
練
の
効
果
も
あ
り
、
平
成

26
年
の
1
年
間
に
6
件
、
今
年
は
こ

れ
ま
で
に
9
件
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
の

被
害
発
生
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
止
し

た
と
し
て
、
各
管
轄
警
察
署
よ
り
表

彰
を
受
け
て
お
り
ま
す
。（
平
成
26

（
１
）
出
産
祝
い
金
制
度

　

第
１
子
出
産
時
に
20
万
円
を
祝
い

金
と
し
て
支
給
、
さ
ら
に
第
３
子
に

１
０
０
万
円
、
第
４
子
に
２
０
０
万

円
、
第
５
子
に
は
３
０
０
万
円
を
支

給（
２
）
育
英
金
制
度

　

職
員
の
子
弟
教
育
を
支
援
す
る
た

め
、
教
育
資
金
を
一
部
負
担
（
高
校

生
以
上
の
生
徒
・
学
生
が
対
象
）

子
ど
も
と
家
族
・
若
者
応
援
団

表
彰

内
閣
府
主
催
で
、
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
子
ど
も
・
若
者
を
育

成
支
援
す
る
活
動
」
及
び
「
子
育

て
と
子
育
て
を
担
う
家
族
を
支
援

す
る
活
動
」
に
取
り
組
み
、
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
企
業
、
団
体
ま

た
は
個
人
を
、
内
閣
総
理
大
臣
及

び
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
す
。

多くのけんしん職員が参加したニセ電話詐欺対策訓練総理大臣官邸大ホールで開催された表彰式
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のお約束

《
経
営
理
念
》

「
以い

身し

ん

作さ

く

則そ
く

（
遵
法
）」

こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
則
と
は
、
１
．
則
る
べ
き
物
事
、
２
．
標
準
と
し

て
守
る
べ
き
事
柄
、
で
す
。

以
身
作
則
と
は
、
総
て
に
お
い
て
、
自
ら
守
る
べ
き
規
則
を
決
め
て
、 

模
範
と
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
徳と

く

者は

じ事
業ぎ

ょ
う

之の

基も

と

」

人
に
は
人
徳
が
あ
る
よ
う
に
、
企
業
に
も
徳
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

企
業
の
徳
に
は
、
ご
ま
か
し
の
な
い
営
業
、
相
互
信
頼
の
確
立
、
そ
し

て
胸
を
張
っ
て
仕
事
が
出
来
る
こ
と
、
こ
れ
が
必
要
で
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
の
誠
実
さ
が
企
業
の
徳
を
形
成
し
ま
す
。

《
経
営
の
信
条
》

安
全
第
一

お
客
さ
ま
の
資
産
を
守
る
た
め
、
安
全
性
を
最
優
先
事
項

と
し
て
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

奉
仕
第
二

地
域
の
み
な
さ
ま
と
の
共
生
を
目
指
し
、
公
共
の
た
め
、
地

域
の
た
め
に
尽
く
し
ま
す
。

収
益
第
三

収
益
は
、
地
域
社
会
や
お
客
さ
ま
か
ら
の
賜
り
も
の
と
し

て
大
切
に
し
ま
す
。

は、信用組合の設立理念である相互扶助の精神に基づき、組合員を中

心とした茨城県内の中小事業者および勤労者の経済活動を側面から支援し、もっ

て地域社会の発展および公共の福祉に貢献する金融機関を目指してまいります。

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス
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け
ん
し
ん
職
員
は
行
動
指
針
を
守
り
、
み
な
さ

ま
に
献
身
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
標

語
を
掲
げ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
に
あ
た

る
心
構
え
を
指
し
示
す
七
戒
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

七
戒

　
　
（
な
な
つ
の
い
ま
し
め
）

遵
法
不
怠

（
じ
ゅ
ん
ぽ
う
を　

お
こ
た
ら
ず
）

緊
張
不
懈

（
き
ん
ち
ょ
う
を　

ゆ
る
め
ず
）

跂
者
不
立

（
つ
ま
だ
つ
も
の
は　

た
た
ず
）

禮
節
不
失

（
れ
い
せ
つ
を　

う
し
な
わ
ず
）

業
容
不
焦

（
ぎ
ょ
う
よ
う
を　

あ
せ
ら
ず
）

客
心
不
忘

（
か
く
し
ん
を　

わ
す
れ
ず
）

萬
年
不
憂

（
ま
ん
ね
ん　

う
れ
え
ず
）

信
組
人　

十
一
戒

誠
実
で
あ
る

礼
儀
正
し
い

信
義
を
重
ん
じ
る

質
素
で
あ
る

控
え
目
で
あ
る

親
切
で
あ
る

明
朗
で
あ
る

奉
仕
す
る

規
則
を
守
る

心
豊
か
で
あ
る

家
庭
を
大
切
に
す
る

遺
　
訓

心は豊かに
生活は質素に

法治国家の
民らしく

茨
城
県
信
用
組
合
の
創
業
者
幡
谷
仙
三
郎
翁
の
遺
訓
は
、
誰
も
が
納
得

で
き
る
人
生
の
指
針
と
し
て
、
職
員
を
導
い
て
い
ま
す
。

写
真
：
創
業
者
仙
三
郎
翁
遺
訓
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筑西市二木成 80-3

筑西市門井 1973

筑西市海老ヶ島 755-1

筑西市関本中 1081-15

下妻市下妻丁 106-4

古河市東 4-19-36

古河市諸川 896-1

古河市女沼 1526-15

常総市水海道諏訪町 3280-2

常総市本石下 4601

結城市結城白山 638

坂東市辺田 1525

結城郡八千代町菅谷 1177-5

猿島郡境町向地 805-9

桜川市明日香 2-47

店番

県
西
地
区

鹿
行
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土浦市中央 2-10-19

土浦市千束町 5-4

土浦市荒川沖東 2-19-1

土浦市神立中央 2-1-25

土浦市東並木町 3391-1

つくば市大曽根 3241-1

つくば市吉沼 1110-5

つくば市台町 2-14-5

つくば市高見原 5-1-25

つくば市春日 2-27-1

石岡市府中 1-4-12

石岡市東光台 3-1-15

取手市新町 5-16-10

取手市藤代 556-2

守谷市百合ヶ丘 3-2787-144

龍ヶ崎市若柴町 3069-1

牛久市栄町 5-17-3

稲敷郡阿見町阿見 2265-4

稲敷市江戸崎甲 2561-2

つくばみらい市谷井田 501-8

店　名 所在地 電話番号 貸金庫

土　浦
千束町
荒川沖
神　立
土浦並木
大　穂
吉　沼
谷田部
茎　崎

つくば中央
石　岡
石岡東
取　手
藤　代
守　谷
佐　貫
牛　久
阿　見
江戸崎
伊　奈

029-821-5114

029-824-0711

029-842-3377

029-831-9251

029-835-0511

029-864-0211

029-865-1234

029-836-5411

029-871-1121

029-860-2323

0299-22-5131

0299-26-8910

0297-73-3121

0297-82-7711

0297-48-3231

0297-66-1432

029-874-2188

029-888-1121

029-892-8100

0297-58-9111

○

○

ー

ー

○

○

ー

ー

○

○

ー

○

○

○

○

ー

○

○

○

○

0296-24-5131

0296-57-4311

0296-52-6100

0296-37-7221

0296-43-2131

0280-32-7411

0280-76-5811

0280-92-7900

0297-22-2511

0297-42-1020

0296-32-4466

0297-35-1811

0296-49-2211

0280-86-7755

0296-75-1101

○

ー

○

○

ー

○

ー

○

○

○

○

○

○

ー

○

鹿嶋市宮中 5207-1

神栖市神栖 1-17-16

神栖市知手中央 1-17-25

神栖市波崎 7578-5

鉾田市新鉾田西 2-2-3

潮来市上戸 215-1

鹿　島
神　栖
知　手
波　崎
鉾　田
潮来牛堀

0299-83-7422

0299-92-1917

0299-96-5000

0479-44-3511

0291-34-1100

0299-80-3535

ー

○

○

ー

○

○

水戸市大町 2-3-12

水戸市上水戸 3-3-28

水戸市本町 3-2-29

水戸市笠原町 1374-10

水戸市大塚町 1863-25

水戸市中央 2-6-2

水戸市見和 1-300-68

水戸市元吉田町 1546-8

水戸市内原町 1431-5

水戸市笠原町 1566-3

水戸市泉町 1-1-1

水戸市元山町 1-6-26

水戸市赤塚 1-1

笠間市笠間 1593

笠間市美原 1-1-34

笠間市下郷 4542-138

小美玉市中延 141

小美玉市部室 1111-3

東茨城郡茨城町小堤 1022

東茨城郡大洗町磯浜町 641-2

店番

県
央
地
区

店　名 電話番号 貸金庫

本店営業部
上水戸
下　市
千　波
赤　塚
駅　南
見　和
吉　田
内　原
県庁前
泉　町

偕楽園前（出）
赤塚駅前（出）
笠　間
友　部
岩　間
小　川
美野里
奥　谷
大　洗

029-231-2131

029-231-3246

029-224-0123

029-241-0231

029-254-4151

029-231-1681

029-254-2855

029-248-3371

029-259-6122

029-301-1500

029-300-7211

029-302-5511

029-309-5625

0296-72-1224

0296-77-1166

0299-45-7175

0299-58-2121

0299-48-4511

029-292-1165

029-266-2121

○

○

○

○

○

○

ー

○

ー

○

○

ー

ー

ー

○

ー

○

○

○

ー

ネットワーク
茨城県全域に広がる84店舗のネットワーク

県庁前支店（水戸市）

潮来牛堀支店（潮来市）湊支店（ひたちなか市）

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
（
水
戸
市
）

常
陸
太
田
支
店

（
常
陸
太
田
市
）

平成27年 6月1日現在

日立市若葉町 1-18-18

日立市多賀町 2-16-5

日立市日高町 1-7-27

日立市大みか町 1-1-10

日立市神峰町 4-13-10

日立市久慈町 2-9-27

日立市十王町友部 1644-5

日立市台原町 2-13-8

ひたちなか市湊本町 6-16

ひたちなか市堀口中原 685-3

ひたちなか市中根 884-12

ひたちなか市東石川 1640-1

ひたちなか市高場 536-1

ひたちなか市東石川雷 3527-3

ひたちなか市津田 2673-5

北茨城市大津町北町 3-5-8

常陸大宮市上町 861-4

高萩市高萩 27-2

那珂郡東海村舟石川駅西 2-16-16

那珂市菅谷 2279-24

那珂市菅谷 4209

久慈郡大子町池田 2621-1

常陸太田市山下町 1712-2

店番

県
北
地
区

所在地 電話番号 貸金庫

3
14
21
34
75
77
78
83
4
20
56
71
72
73
74
12
35
76
38
44
79
51
92

日　立
多　賀
日　高
大みか
宮　田
久慈浜
十　王
台　原
湊

勝　田
中　根
勝田中央
佐　和
田　彦
津　田
大　津
大　宮
高　萩
東　海
那　珂
菅　谷
大　子
常陸太田

0294-22-5171

0294-36-2171

0294-42-7181

0294-53-5121

0294-21-6221

0294-53-1011

0294-39-6101

0294-36-2511

029-263-3511

029-274-2131

029-276-2511

029-273-3311

029-285-1257

029-275-0211

029-272-1177

0293-46-1148

0295-53-3511

0293-22-4025

029-284-0321

029-295-1112

029-298-3811

0295-72-2521

0294-80-7711

○

○

ー

○

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

○

○

ー

ー

ー

○

○

※（出）は、有人出張所
※貸金庫の項目に○があるのは、貸金庫設置店です。

2
29
39
43
68
7
37
40
57
70
9
60
17
64
27
33
45
54
61
58

県
南
地
区

48
23
63
31
66
91

1
13
15
24
32
36
47
49
50
67
69
80
90
5
16
42
6
65
11
18

店　名

下　館
協　和
明　野
関　城
下　妻
古　河
三　和
総　和
水海道
石　下
結　城
岩　井
八千代
境

岩　瀬

店　名

店番

店番

8
28
59
62
10
19
41
53
25
55
26
30
22
46
52

所在地
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教
育
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

必要なときに ATM で簡単お借入
けんしんでは、平成25年8月より「けんしん教育カードローン」の取扱いを
開始しました。（インターネットによるお申込も可能。）お子様の専門学校・短大・
大学・大学院等の受験料、入学金、授業料や学生生活を維持するのに必要
な資金としてご利用いただけます。

ご返済のシミュレーションなど
詳しくは、

お近くの各支店（84店舗）・
ローン相談室（4 ヵ所）まで

お問い合わせください。

お借入極度額	 100 万円～300 万円

お 借 入 利 率 	 3.80%（固定金利）※保証料を含みます。

ご 利 用 期 間 	 13年1ヵ月以内 ※在学期間 4 年の場合。
	 在学期間＋入学前期間 9ヵ月＋分割返済期間最長100ヵ月以内

ご 利 用 方 法 	 専用ローンカードを発行いたします。
	 お子様の在学期間中、カードを利用して、ATM により
	 必要なときにその都度、必要な額をお借入できます。
	 ※ご入学 9ヵ月前からご利用いただけます。

ご 返 済 方 法 	 お子様の在学期間中は元金返済の据置が可能です。
	 ※随時、ATM・窓口でも元金返済は可能。

ホームページアドレス　http://www.kenshinbank.co.jp

ローン相談室オアシス（泉町支店内）	 TEL 0120-611-244
水戸京成百貨店前

ローン相談室つくば（つくば中央支店内）	 TEL 029-860-2323
ローン相談室日立（日立支店内）	 TEL 0294-22-5171
ローンセンタークレオパトラ　	 TEL 029-303-2220
水戸駅南 茨城県近代美術館近く
※ローン相談室は土曜・日曜も営業しています。

平成27年6月1日現在
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経営指標8

経営指標7

約96％

のお客さまのほとんどは、普通預金や定期預金をお預けいただいている個人のみなさまです。その
ほとんどは1,000万円以下の預金者であり、大変多くのみなさまにお預けいただいております。今後とも、信
用組合らしく小口預金を中心に受け入れてまいります。

兀
こ つ

 兀
こ つ

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

兀
こつ

兀
こつ

一心不乱なさま
絶えずつとめるさま

1,000万円以下の預金者の割合

預金金額階層別先数

v

デリバティブ取引

デリバティブに関する取引はございません。



経営指標6

経営指標5

けんしんの純資産は大きく出資金と内部留保で構成されています。平成27年3月末の出資金は203億円、組
合員数は法人を含めて20万5,772人となり、多くのみなさまから支えられています。内部留保は創業以来、
利益の中から蓄積してきたもので、292億円となりました。なお、この内部留保が厚いほど、財務体質が健
全であると言われています。

は、茨城県に住む
15人に1人の方に

出資いただいております。

203億円

出資金

純資産の内訳

iv



経営指標4

経営指標3

11.32％

自己資本比率

iii

自己資本比率は、企業の総資産に対する自己資本（出
資金、積立金など）の割合で、健全経営の最も重要な
指標です。 の自己資本比率は国内基準４％を
大幅に上回り、国際基準の８％も上回って引き続き高
い水準を維持しております。

有価証券の運用については、
安全第一の運用方針のもと
に分散投資を基本として、
長期的で安定的な収益確保
を目指しております。

満期保有目的の債券の貸借対照表計
上額は取得原価を、その他有価証券
の貸借対照表計上額のうち時価のあ
るものは市場価格等に基づく時価、
時価のないものは取得原価に基づい
て計上しております。



経営指標2

経営指標1

4億3千万円
依然、市場金利の低下は続いており、貸出金利息
を中心とした資金運用収益は前年比9億円減少しま
した。一方で、経費削減効果や有価証券関連利益
の増加等により、経常利益は前年比3億円増加の22
億４千万円、当期純利益は前年比4億円減少の4億3
千9百万円となりました。

平成27年3月期当期純利益

ii

貸出金業種別内訳



茨城県信用組合
〒 310-8622 茨城県水戸市大町 2 丁目 3 番 12 号
TEL：029（231）2131（代）
FAX：029（231）3487（代）

のホームページ　http://www.kenshinbank.co.jp/

平成27年3月期

の経営状況


